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金星探査機「あかつき」による太陽コロナ電波シンチレーション観測
Radio scintillation observation of solar corona with Venus orbiter Akatsuki
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2011年 6月下旬，金星探査機「あかつき」が地球から見て太陽のほぼ反対側を通過した．そこで，「あかつき」から地
球に向けて電波を送信し，太陽の近くを通過した電波を地上で受信して分析するという，電波掩蔽 (えんぺい)の手法に
よって太陽コロナの変動を調べた．1ヶ月間の連続観測によって太陽表面から 0.5–20.5太陽半径の範囲をカバーして，太
陽風加速領域をまるごと見ることができた．特に太陽に近づく 6月 24–27日には太陽観測衛星「ひので」による同時観
測も実施した．この観測では電波強度の変動と周波数の変動からコロナ中の乱流や波動や太陽風加速の情報が得られる
が、本講演では強度変動からの物理量導出について述べる。今回のような太陽近傍では強散乱のために意味のある情報
を取り出すのが難しいが、幅広い観測周波数帯域と高い S/N比によって強散乱ならではの周波数スペクトルをうまくと
らえ、新たな知見が得られる見込みである。
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